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第１ 物品名及び数量 

汎用超音波画像診断装置一式 

 

第２ 総則 

１ 本機器が完全に稼働するために必要な本機器の納入にかかる経費をはじめ、運搬費、搬

入費、据付費、ネットワーク作業費及び調整費等を含めた作業に要する経費、養生材料費、

報告書作成費、操作等の説明または教育に要する経費等の諸経費を含めた経費は、全て落

札者が負担すること。 

２ 本機器におけるアプリケーション等については、納品時点における最新の仕様で納品

すること。 

３ 本機器の設置に当たっては、南和広域医療企業団（以下「企業団」という。）の承認を

受けてから設置工程に入ること。 

 

第３ 本機器の構成及び機能要件 

１ 本機器の構成 

調達機器品名  

   富士フィルムメディカル株式会社製 

汎用超音波画像診断装置（ARIETTA 850 DeepInsight）一式 

（機器構成）別紙のとおり。 

 

２ 本機器の構造・機能に関し、下記の機能要件を全て満たすことを必須とする。 

1）汎用超音波画像診断装置は、以下の要件を満たすこと。 

1)-1.本体寸法は横幅 550mm､奥行き 900mm、高さ 1,220～1,695mm以内であること｡ 

1)-2.本体重量は 145kg以下であること｡ 

1)-3.観察用ﾓﾆﾀは 22 ｲﾝﾁ以上の OLED ﾓﾆﾀであり､解像度は FHD以上であること｡ 

1)-4.ﾁﾙﾄ、左右旋回が可能なﾓﾆﾀ画面であること｡ 

1)-5.操作ﾊﾟﾈﾙの高さ調整と旋回が同時に可能であること｡ 

1)-6.ﾒﾆｭｰｺﾝﾄﾛｰﾙは 10.4 ｲﾝﾁ以上のｶﾗｰ TFT液晶ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙで可能であること｡ 

1)-7.ﾌﾟﾘｾｯﾄは 100種類が登録可能なこと｡ 

1)-8.画像調整に関するﾊﾟﾗﾒｰﾀｰを 1 ﾌﾟﾘｾｯﾄあたり 4 ﾊﾟﾀｰﾝ登録可能なこと｡操作中にﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ

で瞬時に切換え可能なこと｡ 

1)-9.ID情報(Body Parts等)のﾌﾟﾘｾｯﾄ連携起動が可能なこと｡ 

1)-10.装置前面に電子系ﾌﾟﾛｰﾌﾞ接続ｺﾈｸﾀを 4個以上備えていること｡ 

1)-11.ｴｺｰｾﾞﾘｰｳｫｰﾏｰを搭載していること｡ 

1)-12.表示ﾓｰﾄﾞは、B ﾓｰﾄﾞ法､M ﾓｰﾄﾞ法、ﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ(PW)法、ｶﾗｰﾄﾞﾌﾟﾗ(Flow)法、ﾊﾟﾜｰﾄﾞﾌﾟﾗ

(Power)法、高精細ﾄﾞﾌﾟﾗ法､組織ﾄﾞﾌﾟﾗ法を有すること｡ 

1)-13.ﾘﾆｱﾌﾟﾛｰﾌﾞにおいて、ﾄﾗﾍﾞｿﾞｲﾄﾞｽｷｬﾝ機能を有すること｡ 

1)-14.ﾘﾆｱﾌﾟﾛｰﾌﾞにおいて、Color Flow/Power Doppler ﾓｰﾄﾞだけでなく、B ﾓｰﾄﾞ時のﾋﾞｰﾑｽﾃ

ｱが可能なこと｡ 



1)-15.AI 技術を活用した画像処理技術により構造物の境界を明瞭化し､ｽﾍﾟｯｸﾙﾉｲｽﾞやｱｰﾁﾌｧ

ｸﾄを低減するﾉｲｽﾞ除去技術を有すること｡ 

1)-16.複数の種類の超音波ﾋﾞｰﾑを合成処理することでｱｰﾁﾌｧｸﾄを低減し､画像の空間分解能､

および感度を向上させるための機能を有すること｡ 

1)-17.構造物のｴｯｼﾞを保持しながらｽﾍﾟｯｸﾙﾉｲｽﾞを低減する画像処理ﾌｨﾙﾀを有すること｡ 

1)-18.構造物の輪郭を明瞭にする画像ﾌｨﾙﾀを有すること｡ 

1)-19.心腔内や血管内のｱｰﾁﾌｧｸﾄを低減する機能を有すること｡ 

1)-20.低輝度階調ﾚﾍﾞﾙを抑制する機能を有すること｡ 

1)-21.ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙにおける低輝度と高輝度のﾊﾞﾗﾝｽを変更する機能を有すること｡ 

1)-22.B ﾓｰﾄﾞ画像のﾌﾘｰｽﾞ中に,ｹﾞｲﾝ、ｺﾝﾄﾗｽﾄの画像調整機能を有すること｡ 

1)-23.B ﾓｰﾄﾞ画像全体の輝度条件および音速を瞬時に自動的に最適化する機能を有するこ

と｡ 

1)-24.針強調ﾓｰﾄﾞを有すること｡ 

1)-25.高解像度 Zoom(HI Zoom)ﾓｰﾄﾞと通常 Zoom ﾓｰﾄﾞ(Pan Zoom)の 2種のｽﾞｰﾑ機能を有する

こと｡ 

1)-26.画像の反転(左右･上下)表示機能が可能であること｡ 

1)-27.B ﾓｰﾄﾞ画像上の任意のﾗｲﾝ上で M ﾓｰﾄﾞ画像を表示できるﾌﾘｰｱﾝｸﾞﾙﾓｰﾄﾞを有すること｡ 

1)-28.ｶﾗｰﾄﾞﾌﾟﾗ血流表示機能はｶﾗｰﾊﾟﾀｰﾝを変更できる機能を有すること｡ 

1)-29.ｶﾗｰﾄﾞﾌﾟﾗ使用時に白黒画像のみと白黒/ｶﾗｰ画像の 2 画面同時ﾘｱﾙﾀｲﾑ表示が可能であ

ること｡ 

1)-30.ROI 内の受信信号解析による動きの特徴量からﾓｰｼｮﾝｱｰﾁﾌｧｸﾄを除去し､信号の強さに

応じて色付けして表示する微細血流ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ機能を有すること｡また､この機能は､体

動の影響が少なく､高いﾌﾚｰﾑﾚｰﾄで血流表示する機能であること｡ 

1)-31.検査中に血流ﾄﾞﾌﾟﾗ表示と組織ﾄﾞﾌﾟﾗ表示が切り替え可能なこと｡ 

1)-32.ﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ(PW)血流表示機能についてｻﾝﾌﾟﾙﾎﾞﾘｭｰﾑは、0.5mm～20mmの範囲で設定でき

る機能を有すること｡ 

1)-33.PRF･ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ･ﾄﾞﾌﾟﾗｹﾞｲﾝ･Sample Volume位置･角度補正･ｶﾗｰ ROI位置をﾎﾞﾀﾝ一つで調

整可能であること｡ 

1)-34.ﾌﾘｰｽﾞ中にﾄﾞﾌﾟﾗｹﾞｲﾝ、ﾍﾞｰｽﾗｲﾝｼﾌﾄおよび角度補正を設定できる機能を有すること｡ 

1)-35.ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ･ﾘﾆｱﾌﾟﾛｰﾌﾞで連続波ﾄﾞﾌﾟﾗ(CW)計測が可能なこと｡ 

1)-36.任意の 2 箇所にｻﾝﾌﾟﾙﾎﾟｲﾝﾄを置き､異なる 2 点のﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ波形を取得できる 2 方向

ﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ機能を有すること｡ 

1)-37.組織の硬さによって変化するせん断波の伝搬速度を計測できるｼｱｳｪｰﾌﾞｴﾗｽﾄｸﾞﾗﾌｨ機

能を有すること｡ 

1)-38.ｼｱｳｪｰﾌﾞｴﾗｽﾄｸﾞﾗﾌｨ機能は､伝搬速度を示す Vs値や Vs値の計測結果の信頼性をﾊﾟｰｾﾝﾄ

表示できる VsN、および弾性率 Eの算出が可能であること｡ 

1)-39.ｼｱｳｪｰﾌﾞｴﾗｽﾄｸﾞﾗﾌｨ機能は､超音波減衰を計測する iATTを同時に算出可能であること｡ 

1)-40.組織の硬さをﾘｱﾙﾀｲﾑに組織弾性画像として表示できるｽﾄﾚｲﾝｴﾗｽﾄｸﾞﾗﾌｨ機能を有する

こと｡ 



1)-41.B ﾓｰﾄﾞと弾性像をﾘｱﾙﾀｲﾑ同時表示できる機能を有すること｡ 

1)-42.組織弾性画像において､任意の 2 点の組織弾性比を計測できる機能である Strain 

Ratioを有すること｡ 

1)-43.組織弾性画像において、腫瘍中心をｸﾘｯｸした際､腫瘍と脂肪層に計測 ROIを自動で設

定する Assist Strain Ratio 機能を有すること｡ 

1)-44.組織弾性画像において、ROI 内の相対ひずみ値のﾋｽﾄｸﾞﾗﾑを表示した、主に肝硬度測

定で使用される Liver Fibrosis Indexを算出可能であること｡ 

1)-45.超音波診断装置の探触子に磁気位置ｾﾝｻを装着し、あらかじめ取得しておいた CT、MR、

PET および超音波像のﾎﾞﾘｭｰﾑﾃﾞｰﾀから探触子の位置および傾きに応じた同一断面像を

作成するﾌｭｰｼﾞｮﾝ機能を有すること｡また、ｺﾝﾍﾞｯｸｽ形、ﾘﾆｱ形に加え、体腔内用の探触子

にも対応しており、肝臓、 乳腺、 前立腺など様々な診断領域での検査が可能であるこ

と｡ 

1)-46.ﾊﾞｰﾁｬﾙ像への穿刺ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ表示､C-Plane 画像表示､針ﾏｰｶ登録などが可能であること｡ 

1)-47.併用する RFA 治療装置の電極の位置にもとづいて電場を計算し、ﾊﾞｰﾁｬﾙ像上に表示

する機能を有すること｡ 

1)-48.穿刺針に Needle Tracking 用の磁気ｾﾝｻを装着し、磁気ｾﾝｻから得た座標情報から仮

想の穿刺ｶﾞｲﾄﾞを表示する機能を有すること｡ 

1)-49.被検者の動きをﾄﾗｯｷﾝｸﾞして位置合わせをし、ﾊﾞｰﾁｬﾙ像と US像の位置関係を自動で 

補正する機能を有すること｡ 

1)-50.磁気ｾﾝｻを内蔵する探触子を有すること｡ 

1)-51.低音圧､中音圧､高音圧それぞれのｺﾝﾄﾗｽﾄ剤による造影ｴｺｰが可能なこと｡ 

1)-52.造影画像とﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙ画像をﾘｱﾙﾀｲﾑ同時表示できる機能を有すること｡ 

1)-53.造影ｴｺｰは、PI 法や AM法の手技に対応していること｡ 

1)-54.造影ｴｺｰは、Motion Compensated Mode による体動補正が可能な重畳表示が可能であ

ること｡ 

1)-55.ﾌﾗｯｼｭﾎﾞﾀﾝにて造影剤を破壊する機能を有すること｡ 

1)-56.ﾊﾞﾌﾞﾙを破壊しないよう、Frame Rateに制限をかける機能を有すること｡ 

1)-57.心筋の厚みや動きを評価するためのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝであるｽﾍﾟｯｸﾙﾄﾗｯｷﾝｸﾞ機能を有するこ

と｡また､Global Longitudinal Strainや SAX の Circumferentialなどをﾜﾝﾎﾞﾀﾝで完全

自動計測可能であること｡ 

1)-58.LV Volume 計測、LA/AO計測､LA/RA Volume計測､右室機能計測 FACにおいて､自動計

測を対応可能なこと｡ 

1)-59.心電図信号(ECG)にて安定した心拍箇所を特定する機能を有すること 

1)-60.断面認識およびｻﾝﾌﾟﾙﾎﾞﾘｭｰﾑの設定を自動で行い、さらに R-R Navigation 機能を併

用することで､安定した R-R間隔で E/e’を瞬時に自動計測可能なこと｡ 

1)-61.乳腺の B ﾓｰﾄﾞ画像から輝度の特徴量を検出し､強調表示する機能を有すること｡ 

1)-62.輝度特徴量の空間的な分布をｶﾗｰ表示するﾏｯﾌﾟを有すること｡ 

1)-63.検査の効率化及び計測忘れや画像の保存忘れを防ぐ､ﾙｰﾁﾝ検査の描出部位/ﾓｰﾄﾞ/実

施計測を時系列にﾘｽﾄ化し、ﾌﾟﾛﾄｺﾙに沿った検査が実施可能なﾌﾟﾛﾄｺﾙｱｼｽﾀﾝﾄ機能を有し､



128種類以上登録可能であること｡ 

1)-64.ﾌﾟﾛｰﾌﾞを広範囲に移動させることにより視野幅以上の広い範囲の画像を描画できる

ﾊﾟﾉﾗﾏ表示機能を有すること｡ 

1)-65.保存画像は Raw Data にて以下の項目が調整できること｡:ｹﾞｲﾝ､ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾚﾝｼﾞ､ｶﾞﾝﾏｶｰ

ﾌﾞ､ｶﾗｰﾏｯﾌﾟ(ｶﾗｰﾄﾞﾌﾟﾗ時のみ)等 

1)-66.本体の HDDに保存した画像を JPEG/BMP/TIFF/WMV/MJPEG/MP4/DICOM形式で USB ﾒﾓﾘ等

へ書出し可能であること｡ 

1)-67.超音波画像を HDMI､DVI-D､Y/C(S)を 1 系統ずつ出力可能であること｡DVI-D､Y/C(S)端

子を 1系統入力可能であること｡ 

 

2)ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ<6-1MHz/50R/70°>は、以下の要件を満たすこと｡ 

2)-1.周波数帯域は 1MHz～6MHzであること｡ 

2)-2.視野角は最大で 150°であること｡ 

2)-3.AI 技術を活用した画像処理技術､超音波ﾋﾞｰﾑ合成処理技術､ｼｱｳｪｰﾌﾞｴﾗｽﾄｸﾞﾗﾌｨ機能､ｽﾄ

ﾚｲﾝｴﾗｽﾄｸﾞﾗﾌｨ機能に対応していること｡ 

2)-4.任意の 2 箇所にｻﾝﾌﾟﾙﾎﾟｲﾝﾄを置き、異なる 2 点のﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ波形を取得できる 2 方向

ﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ機能に対応していること｡ 

 

3)ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ<12-3MHz/21R/85°>は、以下の要件を満たすこと｡ 

3)-1.周波数帯域は 3MHz～12MHzであること｡ 

3)-2.視野角は最大で 100°であること｡ 

3)-3.超音波ﾋﾞｰﾑ合成処理技術に対応していること｡ 

3)-4.任意の 2 箇所にｻﾝﾌﾟﾙﾎﾟｲﾝﾄを置き、異なる 2 点のﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ波形を取得できる 2 方向

ﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ機能に対応していること｡ 

 

4)ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾌﾟﾛｰﾌﾞ<6-1MHz/25R/70°>は、以下の要件を満たすこと｡ 

4)-1.周波数帯域は 1MHz～6MHzであること｡ 

4)-2.視野角は最大で 110°であること｡ 

4)-3.AI技術を活用した画像処理技術､超音波ﾋﾞｰﾑ合成処理技術に対応していること｡ 

4)-4.任意の 2箇所にｻﾝﾌﾟﾙﾎﾟｲﾝﾄを置き､異なる 2点のﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ波形を取得できる 2方向ﾊﾟ

ﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ機能に対応していること｡ 

4)-5.磁気位置ｾﾝｻを内蔵していること｡ 

 

5)ﾘﾆｱﾌﾟﾛｰﾌﾞ<12-2MHz/38mm>は、以下の要件を満たすこと｡ 

5)-1.周波数帯域は 2MHz～12MHzであること｡ 

5)-2.視野幅は 38mmであること｡ 

5)-3.AI技術を活用した画像処理技術､超音波ﾋﾞｰﾑ合成処理技術に対応していること｡ 

5)-4.任意の 2 箇所にｻﾝﾌﾟﾙﾎﾟｲﾝﾄを置き、異なる 2 点のﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ波形を取得できる 2 方向

ﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ機能に対応していること｡ 



 

6)ﾘﾆｱﾌﾟﾛｰﾌﾞ<18-5MHz/38mm>は、以下の要件を満たすこと｡ 

6)-1.周波数帯域は 5MHz～18MHzであること｡ 

6)-2.視野幅は 38mmであること｡ 

6)-3.AI技術を活用した画像処理技術、超音波ﾋﾞｰﾑ合成処理技術、ｼｱｳｪｰﾌﾞｴﾗｽﾄｸﾞﾗﾌｨ機能に

対応していること｡ 

6)-4.任意の 2箇所にｻﾝﾌﾟﾙﾎﾟｲﾝﾄを置き､異なる 2点のﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ波形を取得できる 2方向ﾊﾟ

ﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ機能に対応していること｡ 

6)-5.乳腺の B ﾓｰﾄﾞ画像から輝度の特徴量を検出し､強調表示する機能に対応していること｡ 

 

7) ｾｸﾀﾌﾟﾛｰﾌﾞ<5-1MHz/90°>は、以下の要件を満たすこと｡ 

7)-1.周波数帯域は 1MHz～5MHzであること｡ 

7)-2.視野角は最大で 120°であること｡ 

7)-3.AI技術を活用した画像処理技術､超音波ﾋﾞｰﾑ合成処理技術に対応していること｡ 

7)-4.任意の 2 箇所にｻﾝﾌﾟﾙﾎﾟｲﾝﾄを置き、異なる 2 点のﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ波形を取得できる 2 方向

ﾊﾟﾙｽﾄﾞﾌﾟﾗ機能に対応していること｡ 

 

8) ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾓﾉｸﾛﾌﾟﾘﾝﾀは、以下の要件を満たすこと｡ 

8)-1.ﾄﾞｯﾄ数は、960×1,280以上であること｡ 

8)-2.階調数は、256 階調以上であること｡ 

8)-3.入力信号は、USB2.0 信号であること｡ 

8)-4.ﾌﾟﾘﾝﾄ用紙は,感熱紙であること｡ 

8)-5.超音波診断装置上に搭載可能であり、本体前面から出力可能であること｡ 

 

第４ 本機器の性能等以外の要求要件 

１ 設置条件 

本機器の設置条件は、以下の要件を満たすこと。 

ア 企業団担当者が指定する場所へ設置すること。 

イ 契約締結後速やかに、搬入日時及び搬入経路等について、企業団担当者と協議し、そ

の結果を書面にて報告すること。 

ウ 物品の搬入・設置等に際しては、病院業務に支障をきたさないよう企業団担当者の指

示に従うこと。また、施設・設備等に損傷を与えないよう細心の注意を払うこと。 

なお、万一損傷等を与えた場合は、直ちに企業団担当者へ報告し、落札者の費用負担

により速やかに原状回復を行うこと。 

エ メーカー名・規格・型番等が明確に確認できるものを用意しておくこと。確認できな

い場合は、検査不合格とする。 

オ 医療情報システムに接続する必要がある場合は、接続関連費用を本調達内に含める

こと。 

カ IPアドレス設定は、病院体系に従うこと。 



キ 落札者の責任範囲については、設置場所への搬入、据付、配線接続、試運転調整及び

動作確認等を行うこととする。 

ク 接続に関連する仕様確認、テスト、リハーサル立会及び本稼働立会などの業務を行う

こと。 

ケ 落札から納入までに装置の仕様変更やソフトのバージョンアップがあった場合は、

企業団と協議の上、最新の仕様にて引き渡すこと。 

コ 設置に際して、設置室内等の変更工事（１次側電源工事等も含む。）が必要となる場

合は、全て落札者の責任として本装置の稼働に支障が無いように工事、調整を行うこと。 

サ 納入物品一式（全品）のリストを書面で２部以上及び電子データで提出すること。 

シ 設置工事期間の工程を企業団担当者と事前に打ち合わせ、その指示に従うこと。 

ス 上記アからシまでに関して発生する費用は、全て落札者が負担すること。 

 

２ その他 

その他の事項に関して、以下の要件を満たすこと。 

ア 本機器の日本語操作マニュアルを書面及び電子データ（pdf 形式）で提出すること。 

イ 簡易説明マニュアルを書面で 2 部以上及び電子データ（pdf 形式）で提出すること。 

ウ 取扱説明に関する導入時教育訓練は、企業団担当者が指定する日時、場所で行うこと。 

エ 本機器の試運転及び取扱説明に関する導入時教育訓練に必要な消耗品等は、落札者

の負担において用意すること。 

オ 納品日以降 1 年間は本機器の性能を無償で保証すること。 

カ 納品日以降 1 年間は故障、保守等の対応を無償で行うこと。 

キ その他、本仕様書に記載のない事項については、適宜、企業団担当者と協議すること。 

 

 

以上 


